
ご承知の通り、定期的に行われている人権審査

にコロナ禍のため遅れが生じています。すでに審

査の順番が到来している自由権規約は2年以上ストッ

プしたままです。

日本政府はこれまで審査の中で指摘された人権

の遅れを真摯に受け止めず、次の審査で再び同じ

ことを指摘されるという弱点を晒すことが度々あ

りました。例えば公共の福祉論や刑事司法制度な

どは何度規約違反を指摘されたか分かりません。

フォローアップで、速やかに改善に手を付けよと

言われても改善の兆しさえ見られません。加えて、

今回のコロナ禍で審査そのものが度々延期となり、

人権の進捗は増々ひどいものになっています。オ

ンラインを駆使して会議はできないものでしょう

か。

人権の改善を促すのは審査を受ければ十分という

ものではありません。規約を国内に定着させるに

は国内活用を心掛ける必要があります。批准され

た国際人権条約はいずれも国内法となりますから、

従前の国内法だけでなく、批准した人権規約も立

派な国内法ですから、できるだけ活用することが

大切です。

私はこれまで、人権にかかわる裁判事件では人権

の国内適用を意識して取り組んできました。たと

えば、ビラ配布の自由が奪われた堀越事件、年金

減額の違法が争われている年金訴訟など数件あり

ますが、取り上げはまだまだ十分ではありません。

これまで、裁判所は国際人権に対する馴染みの

薄さから国際人権の主張があっても、これを無視

したり、ないがしろに扱う傾向がありましたが、

最近は前向きな姿勢を示す裁判所も徐々にではあ

りますが増えています。辛抱強さが求められる仕

事ですが、学者や法律家の援助を得て、裁判では

積極的に活用し国際人権というものを我が国の風

土に力強く根付かせたいと思

います。

いま闘ってらっしゃる事件

を国際人権の視点から見つめ

なおしたら、前方にこれまで

とは違った灯りが見えて来る

かも知れません。
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議 長 鈴 木 亜 英

■第３回幹事会

・４月26日（火）18時30分～

・東京労働会館５階会議室

■第２回代表者会議

・・・・３月22 日（火）18時30分～
・・・・東京労働会館４階会議室

当面の日程

鈴 木 亜 英 議 長



四半世紀の歴

史を持ったわが

団体が、さらに

前進をしなけれ

ばならない。し

かし、コロナ禍

のために自由が

利かない時期に

なっている。先

ほど、本多氏が

示した問題はま

さに一外国人あ

るいは外国人制

度の問題ではな

く、日本における人権とか労働問題の根幹に関わ

る部分の脆弱性を突いているのではないか。従っ

て、これを改善するための努力や運動が外国人だ

けではなくて、我々自身の働き方や報酬を含めて

もっと改善されなければならないのではないか。

そこが抜けると、それは外国人の話でしょう、と

なるので、そうではない。これは重要な問題であ

り、技能実習生の問題は強制労働だが、それだけ

ではなく、日本人が元々持っている強制労働と深

く関わっている。・・・・・

さて、第7回自由権規約での日本審査が延び延び

となっているが、このままにしてはいけない。こ

のコロナ禍で漫然と過ごしていると、いくらでも

そのようになるので、今の状況を利用して、私た

ちがもっと強く勉強する訓練をしなければいけな

い。今日もいくつか報告があると思うが、自分た

ちが主張して、自由権規約委員会に報告している

内容を深めるための努力を行っていることを考え

て進めたい。活発な議論を期待します。」

続いて、松田事務局長から2021年度の活動と2022

年度の課題として、①2週間後の人権デー・3省要

請行動の取り組み、②コロナ禍における「国際人

権入門講座」開催の可能性、③自由権規約委員会

における第7回日本審査の早期開催への取組み、及

び第4回UPR（普遍的・定期的審査）日本審査（202

3年1月開催）に向けてNGOレポートの作成準備、④

個人通報制度の批准に向けて宣伝の拡大、⑤当委

員会会員の裁判・争議や人権問題への支援など、

を報告しました。大坂事務局次長は決算報告と次

年度予算の提案、大谷会計監査より会計監査報告

が続きました。総会後半、質疑応答が行われ、５

名から発言・報告（下記参照）があり、採決、役

員選出と続き、最後に総会アピールを塩田哲子さ

ん（幹事）が読み上げて採択され、集会を閉会し

ました。
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第25回総会

第25回総会は2021年

11月27日（日）、13時

から16時まで東京労働

会館・地下会議室にお

いて19名（オンライン

参加：2名）の参加者

を得て開催されました。

議事に先がけ事前学習

会が催され、本多ミヨ

子さん（首都圏移住労

働者ユニオン）を講師

に迎えて「国際的視点

から見た技能実習生制

度」と題して約45分の講演を行い

ました。（講演報告は次ページを

参照） 続いて議長団（吉田

典裕さん、石賀田鶴子さん）を選

出し、鈴木亜英議長から次のよう

な挨拶がありました。

鈴木議長のあいさつ

松田事務局長の報告



濱嶋隆昌さん（日本国民救援会・兵庫）

冤罪を訴えながら在留特別許可を求めるナイジェ

リア人（仮放免中）の闘いと彼の子どもの在留の

権利に関して、救済を行う上での権利条約の活用

を報告した。

生江尚司さん（日本国民救援会）

乳腺外科医師冤罪事件に関

して最高裁にて口頭弁論が行

われるとの報告を行った。そ

れから、再審法改正の取組み

と、「布川事件」国賠訴訟で

勝利した桜井昌司さんを取材

したNHKの番組を紹介した。

竹内 修さん（国連に障がい児の権利を訴える会）

障がい児権利条約へのレポートがコロナ禍によ

り止まっている。ILO/ユネスコ専門委員会（セアー

ト）から教員の権利が侵害されているとして国に

対して勧告が出ているとして、文科省や都教育委

員会に訴えているが、無視され続け芳しい結果が

出ていない。

石賀多鶴子さん（JAL争議団員）

羽田空港で抗議行動や院内集会の模様を報告。

新たに労働組合（JHU）を立ち上げ、指宿弁護士を

顧問弁護士とし

ている。復職年

齢可能者の客室

乗務員が初めて

会社との団交に

参加したこと、円満解決のための損害賠償の件で

は、会社は金銭解決はしないと言っていること、

財源問題ではないが金は出さないと言っている、

と報告した。またこの組合（JHU）は会社だけでは

なく、国土交通省にも交渉の要求をし、国交省に

も使用者責任があるとして追及していく、と現在

の状況を報告した。

吉田典裕さん（出版労連）

教科書検定問題と自由権規約並びに子どもの権

利条約との関係について発

言。

今年（2021年）、従軍慰安

婦と朝鮮人の強制連行と強

制労働に関する教科書記述

に対して攻撃があり、記述

が変更させられた。発端は、 3

月に自民党議員や維新の会議員から、教科書に従

軍慰安婦などの記述が載っているのはおかしいの

ではないか、との質問があった。質問趣旨書が出

された後、政府は閣議決定を行い、「従軍」と

「慰安婦」に分ける回答を行った。それに基づき、

教科書の記述を変更させられた。しかし、この閣

議決定は政治的に公正・中立でないところで検定

が行われているので、自由権規約第19条（表現の

自由の権利）に違反している。また、政府は子ど

もの権利委員会に対して、「公正に検定している」

「教科書の記述変更は発行者の責任でやっている」

と言っており、政府は歴史修正主義者に加担し、

歴史認識を変えようとしている、と指摘した。
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参加者の発言から

第25回総会

アピールを提案す

る塩田哲子さん

総会に参加されたみなさん



本多さんは、「現在、技能実習生を日本の受入

れ企業（約40,000社）に紹介する監理団体は約3,1

00団体あり、2020年末の時点で、コロナ禍の影響

もあり実習生は約378,000人（その内ベトナム人は

約208,000人）になっている」と紹介しました。ま

た、「実習生をサポートするとして政府が設立し

た技能実習機構に581人が配置され、本部勤務を除

く約340名が全国13カ所でサポート業務にあたって

いる。この機構内には国公労連の組合があり、人

数増加を要求している」とのことです。

人身取引・強制労働では

本多さんは簡単に技能実習生制度の概要を説明

し、「日本の監理団体は非営業団体でなければな

らないが、送り出し国の送り出し機関はその規制

がなく、事実上、派遣会社になっている。このこ

とが様々な問題を含んでおり、人身取引や強制労

働ではないかと、アメリカ国務省の人身取引報告

書や国連の人身取引議定書で指摘されている所以

である。例えば、実習生は①雇用主を特定して在

留資格を与えられおり雇用主を変更できない②日

本に行く前に『誓約書』にサインさせられ、『妊

娠しては行けない』『労働組合と接触してはなら

ない』『日本人と不要に接触しない』など③送り

出し機関に『手数料』と称して多額の金額（1万ド

ル超えることも）の借金を背負って日本に来る」

と指摘しました。

技能実習制度はILO29号条約違反

技能実習生制度については、「様々な国連機関

が懸念や勧告を日本政府に対して出している。自

由権規約委員会は2006年と2014年に勧告を出し、1

年以内に改善策を示すよう求めた。移住者の人権

特別報告者は2010年、人権理理会におけるUPR(普

遍的定期的審査)は2012年にそれぞれ勧告を出した」

と指摘し、「首都圏移住労働者ユニオン（LUM）は、

2010年から毎年ILOに『技能実習制度はILO29号条

約(強制労働の禁止)違反である』として状況報告

をしている。2019年6月に開かれたILO第108回総会

に提出された専門委員会報告は、2016年と2017年

に受領したLUMの所見に留意するとして、日本政府

に対して『強制労働に等しい虐待慣行や労働条件

から、実習生を保護する措置を執るよう、そして

技能実習法などに違反した件数とその性質、起訴

件数、有罪件数、有罪判決につながった証拠の情

報を提供するよう』求めた」と報告しました。

本多さんは今後に向けて、「国際機関に情報提

供を続けること、日本国内のマスコミに働きかけ、

日本人の関心を高めて廃止すべきとの世論を作っ

ていくことの必要性」を強調しました。

色部 祐さん（働くもののいのちと健康

を守る東京センター）から追加意見

過労死防止学会から3年間(2016年～2018年)の技

能実習生の毎年の死亡事例が法務省から報告され

ている。年齢、出身国、死亡原因がコメント付き

で出ている。年間30人位で２０代、３０代の技能

実習生が、安全配慮のない中での労災事故や脳心

臓疾患で亡くなっている。強制労働や劣悪な労働

環境の結果と思われる。しかし、労働災害として

報告されているのは稀だ。多くの技能実習生が無

念の思いで無くなっている。労災認定や死亡原因

について、これからも引き続き技能実習生の問題

に係わっていきたい。
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事事事事前前前前学学学学習習習習会会会会

国際的視点から見た技能実習生問題
講師：本多ミヨ子さん（首都圏移住労働者ユニオン）



2010年大晦日にJALから不当解雇されて早12

年目を迎えています。

勇気の出た東京集会

2022年2月16日「JAL争議の全面解決をめざす

東京集会」が開催されました。YouTubeでの視

聴者も含めて全国で500人の参加者がありまし

た。この集会はJAL東京中部・神奈川西部地区

の支援者が中心になり実行委員会を立ち上げ、

106団体・425個人からの賛同を集めることが出

来、内容的にも素晴らしいもので争議団員はと

ても勇気を貰うことが出来ました。

膠着状況を打ち破るために

現在、争議団員はJFU(日本航空乗員組合)・C

CU(キャビンクルーユニオン)・JHU(JAL被解雇

者労働組合)の三つの労働組合に所属していま

す。

2018年4月赤坂新社長が「できるだけ早期に

解決したい」と発言、5月「整理解雇問題の解

決に向けて踏み出す」との経営方針が出されま

した。しかし4年経過しようとしている現在で

もパイロット4名、客室乗務員２名が1年契約の

嘱託地上職員として採用されただけで、未だ争

議の全面解決には至っておりません。

JHUはこの膠着状況を打開し、納得できる解

決を目指すべく、JFU加入が認められなかった

機長３人で立ち上げました。現在は客室乗務員

も加入しています。

不当労働行為を申立て

JHUは2021年5月、JALの「団交拒否問題」で

東京都労働委員会に不当労働行為救済を申し立

て、6月には「自民党・立憲民主党・共産党・

社民党・無所属」20人の国会議員が「早期解決

を求める要望書」を都労委に提出し、JHU都労

委闘争の後押しになっています。その後、JHU

は、12月に、国土交通省に対して「団交拒否問

題」で都労委への申し立てをしました。国交省

は、破綻当時の人員削減計画について「現実的

かつ具体的に支配・決定できる地位にある者」

で「使用者性」があり、争議を解決する責任が

あります。JAL争議全面解決の為にはJHUの「都

労委闘争の展開」と「労使交渉で解決を目指す」

JFU・CCUとの協力関係も求められています。

勝利するまで

JAL争議は「労働者の生活と権利・人権を守

る闘い」「空の安全を守る闘い」です。勝利す

るまで粘り強く闘って参りますので、ご支援を

宜しくお願い申し上げます。
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ＪＡＬ争議団の現状と展望

JAL争議団 石賀 多鶴子(JHU組合員)
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3月29日（火）15時 静岡・袴田事件 検察の再審妨害を許さない3.29全国集会

衆議院第1議員会館大会議室 メイン企画：村木厚子さんx 鴨志田祐美弁護士との対談

今後のイベント

国際人権活動日本委員会 会員並びに支援者の皆さまへ

いつも変わらぬご支援をいただき有難うございます。長引くコロナ禍により活発な活動

が出来ない状況が続いておりますが、オンラインを併用しての会議の設定など、少しでも

会員の皆様に最新情報の提供や意見交換の場を増やす方策に努めております。侵害さ

れた人権の回復を求めて訴え続けてきた活動が、この閉じこもり社会の中においても停滞

することなく前に進まなければなりません。また新たに起きている人権侵害への対応も大き

な課題となっています。現在、国連の第134会期自由権規約委員会（2月28日～3月25日）

において、6ヵ国の政府報告書の審査がオンラインを併用しながら開催されています。そ

の後の会期日程は発表されておらず、日本を含む42ヵ国の国別報告審査日は未定の状

況です。自由権規約委員会正常に戻るまでまだ時間が掛かりそうです。しかし、国連人

権理事会のUPR（普遍的・定期的）審査はオンラインを利用し、順調に日程が進んでい

ます。UPR日本審査は2023年1月～2月に予定され、NGOレポートの締め切り日が2022

年6月30日と発表されています。日本委員会はUPR日本審査に向け、懸案となっている様々

な人権問題の解決を目指して報告書の準備をしております。国際人権を基準にして活動

が少しずつ動き始めています。今後も皆さまのご支援・ご協力を心からお願い致します。

カンパのお願い

ＬＵＭの事務所が
（首都圏移住労働者ユニオン）

東京労働会館にお引越し

2月2日から、首都圏移住労働者ユニオンの事務

所が、池袋から移転して、国際人権活動日本委

員会と同じ東京労働会館の3階に迎える運びと

なりました。

少人数の会議なら貸していただけるとのこと。

2月幹事会のあと、出席幹事のメンバーでお邪

魔しました。


